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   1)sin(3)cos(21)sin3cos21()()(  cxcxbxxacxbfxaf  

 

任意の xについて成立するので、 

0x のとき 1sin3cos23)sin3cos21()21(  cbcbbaccba  ──① 

x のとき 1sin3cos2)sin3cos21()21(  cbcbbaccba  ──② 

2


x のとき 1cos3sin24)cos3sin21()31(  cbcbbaccba  ──③ 

 

②＋①より 222  ba  1 ba  ab  1  

①に代入して 1sin3cos213  cbcbaa  acbcb 2sin3cos2   ──④ 

③に代入して 1cos3sin214  cbcbaa  acbcb 3sin2cos3   ──⑤ 

0b とすると 1a であるが、このとき④、⑤より不適。 

したがって 0b であるから、④、⑤より 0sin,cos  c
b

a
c  これより、 nc  と書ける。 

nが奇数のとき 1cos 
b

a
c  ba   

2

1
 ba  

nが偶数のとき 1cos 
b

a
c  0 ba  これは 1 ba と矛盾するので、不適。 

以上により、
2

1
 ba 、 )12(  mc であるから、元の式に代入すると 
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確かに成立するので )12(,
2

1
 mcba  ……(答) 


